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事業事前評価表 

 

国際協力機構 経済基盤開発部 運輸交通・情報通信第三課 

１．案件名                                 

国 名：エジプト共和国 

案件名：橋梁維持管理能力向上プロジェクト 

The Project for Improvement of the Bridge Management Capacity in 

Egypt 

 

２．事業の背景と必要性                          

（1）当該国における運輸セクターの現状と課題 

エジプト国内の道路延長は 64,000ｋｍ以上におよび、その中におよそ 3,000

橋以上の橋梁が存在している。国内貨物輸送量の約 98％がこれら道路および橋

梁を利用しており、道路交通網はエジプト国の経済活動において非常に大きな

役割を果たしている。 

しかしながら、地中海岸およびナイル川沿いをはじめとする国内の道路交通イ

ンフラの整備及び維持管理状況は十分なものではなく、特に適切な維持管理が

なされず老朽化した橋梁が多く存在することによって、エジプトの国内および

国際物流に多大な負の影響を及ぼしている。 

エジプト国のさらなる経済的発展のためには、これらの問題を解決する必要が

あることから、エジプト国における道路の建設および維持管理を所掌している

道路橋梁陸運総庁（以下、GARBLT）は、橋梁の維持管理補修に関する対策プロ

グラムをスタートさせたが、エジプト国内に十分な知識及び技術を持った人的

リソースと、適切に検査・評価するために必要な機材が不足していることから、

これまでのところ芳しい成果を上げることができていない。加えて、GARBLT

では、エジプト政府の人件費抑制の方針のもと、定年退職者の補充としての若

手職員の採用を控えたことから、人員不足を招いており、その結果、建設業者、

コンサルタントへの外注化が進み、GARBELT のエンジニアの技術レベルが低下

しているという強い危機感を持っている。 

以上の状況から、橋梁の維持管理にかかる人材育成の重要性は極めて高い状況

にある。 

 

（2）当該国における運輸セクターの開発政策と本事業の位置づけ 

同国の社会経済開発５カ年計画（2007/08-2011/12）において、運輸セクター

開発の５つの基本戦略の一つとして「より安全な交通網の達成と環境への負荷

の抑制」として述べられている。本プロジェクトは、橋梁の維持管理の能力を
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向上させることより、同国の国家開発計画上の最優先課題である「安全な交通

網の達成」に貢献するものである。 

  

（3）運輸セクターに対する我が国及び JICAの援助方針と実績 

日本の対エジプト国別援助計画（2008年 6月）において「持続的成長と雇用

創出の実現」、「貧困削減と生活水準の向上」及び「地域安定化の促進」を支柱

（３本柱）として、ODA を通じて戦略的な取組を進めることとしている。この

「持続的成長と雇用創出の実現」の「(i)投資・ビジネス環境の改善」において、

「経済インフラ整備においては、（中略）、システム構築やインフラ維持管理等

のマネジメント改善のための技術協力を実施し、持続的な成果の出現を目指す」

としており、本プロジェクトはこの方向性と合致している。 

 また、日本の道路・橋梁維持管理に係る技術レベルは高く、数々の途上国で

同様な技術協力プロジェクトを実施していることから、途上国の道路・橋梁維

持管理に関する能力向上支援のノウハウを有しており、それらの業務経験を踏

まえた実効性の高いプロジェクト実施が可能である。 

 

（4）他の援助機関の対応 

特になし。 

 

３．事業概要                              

（1）事業目的（協力プログラムにおける位置づけを含む） 

 本事業は、エジプト全土を対象に、GARBLT が管理する橋梁の維持管理に必

要な能力強化（維持管理サイクルの強化、点検能力の強化、補修能力の強化、

橋梁維持管理システム1（以下、BMS）の整備）により、GARBLT の予防保全的

な橋梁維持管理の実施促進を図り、もって同国における適切な橋梁の維持管理

に寄与するものである。 

 

（2）プロジェクトサイト／対象地域名 

  エジプト全土（橋梁の点検・補修に関する OJT は、パイロット地域を選定

して実施する。） 

 

（3）本事業の受益者（ターゲットグループ） 

                                                   
1橋梁維持管理システム：維持管理にかかる一連のサイクルを効率的に実施するための支援

システム。このシステムは、維持管理に必要となる諸元・点検情報を蓄積する電子台帳機

能（データベース機能）、また、点検結果に基づいた、橋全体としての損傷度評価機能や、

補修費用の概算算出機能を有するものが一般的。 
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  GARBLT エンジニア 40名（本部 25名、地方事務所 15名） 

 

（4）事業スケジュール（協力期間） 

2012年 3月～2015年 2月を予定（計 36ヶ月） 

（5）総事業費（日本側） 

4.0億円 

 

（6）相手国側実施機関 

道路・橋梁陸運総庁（GARBLT） 

 

(7) 投入（インプット） 

1）日本側 

・専門家派遣 

（官：36MM）チーフアドバイザー 

（民：75MM）橋梁点検、橋梁補修、BMS開発、斜長橋維持管理 

・ローカルスタッフ（長期専門家支援） 

・供与機材 60.0百万円 

橋梁点検車、橋梁点検機材（非破壊検査器、リバンドハンマー等）、橋梁補修

機材、補修剤（エポキシ樹脂、フェノールフタレイン液等） 

・研修：本邦研修／第三国研修(6.0MM) 

・その他必要性に応じて協議 

 

2）エジプト側 

・人員の配置：責任者、管理者、業務調整者、カウンターパート（2名はフルタ

イム）、秘書 

・施設：執務室、会議室 

・機材：橋梁点検用リフト車（1台） 

・ローカルコスト：カウンターパートの人件費、供与機材の維持管理費等 

・その他：必要データの提供、現地調査における交通規制、実施許可取得等の

手配 

 

（8）環境社会配慮・貧困削減・社会開発 

1）環境社会配慮 

① カテゴリ分類 C 

② カテゴリ分類の根拠 

本事業は、「国際協力機構環境社会配慮ガイドライン」（2010年 4月）上、環境
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への望ましくない影響は最小限であると判断されるため。 

 

2）ジェンダー・平等推進／平和構築・貧困削減 

 特になし。 

 

3) その他 

 橋梁の現地調査や OJT における現場作業では、周辺道路での交通規制が必要

になる場合が考えられるので、GARBLT を介して警察等の関係機関と十分な調

整をとる必要がある。 

 

（9）関連する援助活動 

1）我が国の援助活動 

我が国の支援により建設されたスエズ運河橋は、供用開始から 10年程経った

現在、維持管理に掛かるフォローアップ調査が JICAにより実施されている。 

本プロジェクトでは、スエズ運河橋は対象としていないものの、GARBLT に

派遣された専門家が日常的なアドバイスをするなど有機的な対応が可能となり

相乗効果が期待できる。 

 

2）他ドナー等の援助活動 

特になし。 

 

４．協力の枠組み                              

（1）協力概要 

1）上位目標： エジプト国において橋梁維持管理が適切に実施される。 

指標： 

・プロジェクトで作成したマニュアルに基づいて、GARBLT 管理以外の橋梁が

計画的に維持管理される。 

 

2）プロジェクト目標：GARBLT の橋梁維持管理能力が向上する。 

指標： 

・対象橋梁以外の 3橋梁に関して、GARBLTが独力で点検・補修を実施する。 

・その点検・補修作業記録が適切に BMSにインプットされる。 

 

3）成果及び活動 

成果 1：GARBLT における橋梁維持管理サイクルが改善する。 

指標 1： 
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・橋梁維持管理に必要な技術資料（設計図、技術資料等）が共有化される。 

・GARBLT の 70%以上の橋梁維持管理担当エンジニアが、橋梁維持管理サイク

ルに関する終了試験2をパスする。 

活動： 

1-1. 橋梁維持管理サイクルの現状をレビューし、問題点を明確にする。 

1-2. 現在の橋梁維持管理サイクルにおける改善方法を提案する。 

1-3. 橋梁維持管理サイクルにおける改善方法を試行的に実施する。（設計図、技

術資料の共有化等）。 

1-4. 橋梁維持管理サイクルに関するワークショップを実施する。 

 

成果 2：GARBLT のエンジニアの橋梁点検能力が向上する。  

指標 2： 

・橋梁の代表的３タイプ 3（RC橋, PC橋, 鋼橋）についての点検が、日本人専

門家とともに実施される。 

・対象橋梁に関する GARBLT エンジニアの点検作業の品質が、日本人専門家に

よって確認される。 

活動： 

2-1. 橋梁点検マニュアルを作成する。 

2-2. 作成した橋梁点検マニュアルを活用し、橋梁点検（インベントリー調査、

日常点検、定期点検、詳細点検）を実施する。 

2-3. 斜長橋であるアスワン橋に関する点検マニュアルを作成する。 

2-4．作成したアスワン橋に関する点検マニュアルを活用し、橋梁点検（インベ

ントリー調査、日常点検、定期点検）を実施する。 

 

成果 3：GARBLT のエンジニアの橋梁補修能力が向上する。 

指標 3： 

・橋梁の代表的３タイプ（RC橋, PC橋, 鋼橋）についての補修が、日本人専門

家とともに実施される。 

・対象橋梁に関する GARBLT エンジニアの補修方法の選定とコントラクターの

監督能力が、日本人専門家によって確認される。 

活動： 

3-1. 橋梁補修マニュアル/ガイドラインを作成する。 

3-2. パイロット橋梁を対象とした基本的な補修を実施する。 

                                                   
2 橋梁維持管理サイクルの理解度をはかる為に CPと日本人専門家が共同で実施する成果

確認テストを実施する予定。 
3 RC橋：鉄筋コンクリート橋、PC橋：プレストレスコンクリート橋 
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成果 4： GARBLT において BMSが整備される。 

指標 4： 

・BMSが開発される 

 （ステップ１；電子台帳機能の開発） 

 （ステップ２；損傷度評価、補修費用分析機能の追加） 

・橋梁の点検・補修作業結果が BMSに必須項目が記録される。 

活動： 

4-1. BMS（電子台帳機能）を開発する。（STEP1）： 

4-2. BMSへの橋梁点検結果を入力する。 

4-3. BMSに関するトレーニングを実施する。 

4-4. BMS をアップグレード（損傷度評価、補修費用分析機能の追加）する。

（STEP2） 

 

4）プロジェクト実施上の留意点 

a. プロジェクト目標と各成果について 

 限られた予算の中で維持管理を行う場合は、問題が生じる度に対応する「事

後対応」ではなく、問題が生じる前に手当てをする「予防保全」型の維持管理

が必要となる。このためには、適切な維持管理サイクル（点検計画の策定→点

検→損傷度評価→維持管理計画策定→維持管理・補修）の実施が重要となる。 

現在の GARBLT の維持管理は、場当たり的な対応のみならず、基本的な技術

資料ですら整理保存されていない状況である。そのため、成果１として予防保

全の必要性の理解及び必要な技術情報の共有化を実施する。また、成果２及び

３において点検能力及び補修能力の向上を図る。また、成果４において BMSを

整備し、成果１～３の結果を正確に記録し効率的な維持管理サイクルの実施を

支援する。 

 以上の成果１～４を持って、プロジェクト目標である GARBLTの橋梁維持管

理能力の向上を目指す。 

b. パイロット橋梁の選定について 

 OJT を実施するパイロット橋梁（20橋）は、日本人専門家と GARBLT の協議

の上決定されるが、以下の点に留意することが重要である。 

・エジプトで多い橋梁形式を中心に選定すること。 

・橋梁の技術資料が比較的保管されている地域から選ぶこと。 

・意識の高い職員がいる事務所の所管橋梁を選定すること。 

b GARBLT からの情報提供について 

縦割り組織であることのみならず、GARBLTの職員の気質として、貴重な情報
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を個人で抱え共有することを拒む傾向がある。本プロジェクトを行うに当たって

は、この点に留意する必要がある。 

c. 供与機材手続き 

本プロジェクトでは、橋梁点検車を供与することを予定している。他プロジェ

クトでは、免税手続きなどにより多くの時間を費やしプロジェクト活動に影響を

与える例も散見される。幸い、GARBLT はこの点をよく理解しており、税関手続

きの準備をあらかじめ進めることを明言しているが、プロジェクト開始後もこの

手続きの進捗に留意が必要である。 

d. ローカルスタッフによるプロジェクト支援 

本プロジェクトにおいて、長期専門家のサポートスタッフとしてローカルスタ

ッフを雇用する。ローカルスタッフの役割は、長期専門家及びプロジェクト活動

の支援を予定している。しかしながら、技術面の支援のみならず GARBLT とカ

ルチャーギャップにより生じる問題の対応などにおいても、ローカルスタッフの

活用は有効と考えられる。 

e. 自立発展性の重視 

本プロジェクト終了後の自立発展性を考慮した上で技術移転を行う。プロジ

ェクトクト活動の実施にあたっては、当初は専門家が中心となって、計画立案、

カリキュラム作成、研修の実施等を行う予定であるが、徐々に GARBLT 側が主

体的に活動するように計画をする。 

 

（2）その他インパクト 

特になし 

 

５．前提条件・外部条件 (リスク・コントロール)                     

（1）事業実施のための前提 

・遅滞なくカウンターパートが配置される。 

・政治的に安定している。 

（2）成果達成のための外部条件 

・遅滞なくプロジェクト関係予算が配分され、橋梁点検用リフト車等の必要

機材が GARBLT により用意される。 

（3）プロジェクト目標達成のための外部条件 

・研修を受けた C/Pがプロジェクト期間中、継続的に現在の業務に従事する 

・プロジェクトで作成したマニュアル／ガイドラインが遅滞なく GARBLT 本

部で公式に承認される。 

（4）上位目標達成のための外部条件 

・橋梁維持管理に係る GARBLT の役割に変更が生じない。 
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・橋梁維持管理に必要な予算が適切に確保される。 

 

６．評価結果                               

本事業は、エジプト国の開発政策、開発ニーズ、日本の援助政策と十分に合致

しており、また計画の適切性が認められることから、実施の意義は高い。 

 

７．過去の類似案件の教訓と本事業への活用                

 JICA では、道路・橋梁の維持管理に関する技術協力プロジェクトを効率的、

効果的に実施していくために、「道路・橋梁維持管理の技術協力に関するプロジ

ェクト研究 最終報告書」（平成 21 年 2 月）として、過去のプロジェクトから

の教訓をまとめている。これによると、一足飛びに、最適な維持管理サイクル

の確立を目指すのではなく、（資金・組織・技術力・基準類の整備・データシス

テムの整備・機材）の現状を踏まえ、実施可能なプロジェクト目標を設定する

必要性が述べられている。 

 エジプトにおいては、技術レベルは比較的高いことが確認されている。その

ため、本プロジェクトでは、点検及び補修に関する基準類やデータベース（BMS）

の整備を実施するとともに、予防保全型の維持管理の導入を目指すこととする。 

 

８．今後の評価計画                           

（1）今後の評価に用いる主な指標 

  ４．（１）のとおり。 

（2）今後の評価計画 

事業中間時点 中間レビュー 

事業終了 6 ヶ月前 終了時評価 

事業終了 3年後 事後評価 

以 上 


